
（2）環境試料中の放射能

　1）ガンマ線スペクトロメトリー対象核種

浮　遊　塵 単　位：【μBq／m31

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　137Cs
ｽ常の変動幅採　取　地　点 採取期間 54Mn 59 ee 58Co 60 bo 137 bs マBe

40K 測定者

4月6目～

@　5　1日

ND ND ND ND ND 5300 41
島根県

・窺懸者 驚縛 誉睡 蜘彗 ll鍵1
　　争　
ご鋤磐

編章斑注x
二r！＝一．沸 1 押

『r 『『蕊『誓・戦ill

御　　　　　津
月　目～

@　月　日
”

月　日～

@　月　日

「
’

4月6日～

@　5月1日
ND ND ND ND ND 6400 ND

島根県

マ塁3 日～

@一一8『t『
・」耽 鰍、、風義 ・

　r一一…垂r 瓢’ ¥ 』騒三重

r／

｠　 纏 姦i蔽磁 r轟『 rI

古
月　日～

@　月　日

r一蓋 『再　 “　r　　■　￥ rr神　　 端・鞠

”

ND

月　日～

@　月　日
”

ー
ウ
』

注（ NDは検出下限値未満を示す。

してs　r平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

陸 水 単位：【mBq／1】

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　137Cs

ｽ常の変動幅
試
料
名

部
　
　
位

採　　取

n　　点
採取月日 54 ln 59 ee 59Co 60 bo 碍7Cs

7Be 40 j 測定者

ND ND ND XD ND 27 50
島根県

ND～1．2池
　
　
水

表
層
水

一　　矢 5月9口
ND ND ND ND ND ND 73 中国電力

k講武 5月9日
ND ND ND ND ND 16 40

厚
ND

ND ND ND ND ND 25 30
島根県

5月8日
ND ND ND ND ND 28 56 中剛電力

島根県
月　日

中国電ガ

水
　
　
道
　
　
原
　
　
水

着
　
　
　
水
　
　
　
井

ND ND ND ND ND ND 43
島根県

5月80 ND ND ND ND ND ND 56 中国電力

ND～3．7
忌　　部

�� 島根県
月　日

中［劃電力

（注） NDは検出下限値未満を示す。

『璽s　r平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。
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植 物 単位：【Bq／kg（生）】
1阻

対　　象　　核　　種 天　然　核　種
試
料
名
部
位

採　　取

n　　点
採取封目 54 ln 59 ee 58 bo 60Co 137Cs 7Be 40 j 測定者

　13了Cs

ｽ常の変動幅

御　　津 4月　17日
ND ND ND ND 0．06

31 66
島根県 ND～0．18

松
　
　
葉

2
年
葉

げ

一　　矢 月　口

中国電ガ

ND～O，05

（注）　　NDは検出下限値未満を示す。

　　　1 1℃s「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である，

農　産　物 単位1【Bq／kg（生〉1
瓜　　　　’土　　　　■ソ

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　137Cs
ｽ常の変動幅

試
料
名
部
位

採　　取

n　　点
採取月日 54Mn 59 ee 58Co 60 bo 131 bs 了Be

40 j 測定者

御　　津 月　目 島根県
ND

大
　
　
根

根

根連木
4月lo目

ND ND ND ND ND ND 75 中国電力

ND～O．06

月　日 島根県

御　　津 月　日
1
『 ND～0．12ほ

う
れ
ん
草

葉
1
∫

ND～O．09根連木 月　目

キ
ャ
ベ
ツ

葉

御　　津 5月10日
ND ND ND ND ND 2．5

72
島根県

ND

根連木 5月U日
ND ND ND ND ND 1．3 62 げ ND～0．06

精
　
　
米

尾　　坂 月　H

1
∫

ND～O．02

中国電ガ

6月4日

ND ND ND ND
O．04

36 130 島根県

ND～0．11茶 葉

ND ND ND ND ND 42 140 中国電ガ

〔注）　　NDは検出ド限値未満を示す．

　　　臣Cs「平常の変動幅」は前年度までσ）10年間の最小値から最大値までの範囲である、
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牛 乳 単位1【mBq！1】

対　　　象　　　核　　　種 平常σ）変動幅
試　　料　　名 採　取　地　点 採取月日 131 P 測定者

ND 、島根県

4月　12目
ND 中国電ガ

7月　4日 m 島根県

原　　乳 南　講　武
”

ND

月　日

中国電力

月　　目 島根県

〔注）1．

　　2．

　　3、

M〕は検出ド限値未満を示す ，

『平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

国1のみが測定対象である、

陸 士（濃 度） 単　位：【Bq／kg（風乾物）1

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　137Cs
ｽ常の変動幅部　位

採　　取

n　　点
採取月H 54 ln 59Fe 58 bo 60Co 137 bs 7Be 40 j 測定者

南講武 7月10日
ND

冊
ND ND 1．6 冊

270
島根県

（ND～2．4〉

@（注3）

表層1こ 片句 8月11日 冊 M）
ND

恥 2．1 冊
520

” 1．6～10

1o、ヨー1］1〕

冊 M） M） 皿
11 ND 410 ”

佐陀宮内 7月10日
跡

ND ND
皿 3．0 冊

610 中国電力

1．9～32

陸 上（面　密　度） 単　位：【kBq1㎡】

対　　象　　核　　種 天然核種
部　位

採　取

n　点
採取目口 54 ln 59 ee 58

b〔）
60

b〔）
137 bs 7Be 測定者

　131Cs

ｽ常の変動幅

南講武 7月10日 冊 冊 冊 皿 0，083 皿 島根県
（ND～O．18）

@（注3）

表層上
ﾖ、再帰｝

片　句 8月11日
ND M） NI） ND 0．14 m ” 0．04～O．48

ND M） m 冊 0．46 柵 ”

佐陀宮内 7月10日
め ND一 NI） 冊 0，072 m

欄
O．08～2．2

〔注）1．

　　2．

　　3．

　　4．

NDは検出下限値未満を示す、

『c8「一ド常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である、、

南講武のL℃8r平常の変動幅」は平成12年度に採取ホf捧を若干移動したため、平成12～17年度のf直。

面密度の表は、濃度の表の値を換算したものである．
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海 水 単　　｛立：【mBq／l　】
1樺　　　　　　　　　　　」

対　　象　　核　　種 　137Cs
ｽ常の変動幅部　位 採取地点 採取月日 54 ln 59Fe 5日 bo 60Co 137Cs 測定者

ND ND ND ND 2．0 島根県
4月　12目

ND ND ND ND 1．8 中国電力

ND～3．61号機放水口
島根県

月　　日

中国電力

2号機放水口 4月　12口
ND ND ND ND 1．9 島根県 1．6～2，8

4月7口
ND ND ND ND 1．9 〃

（1．3～2．5）

@〔注3）2号機新放水rl付近
月　日 中1司電力

表層水
4月　12目

ND ND ND ND 2．8 げ

1．4～2．9取　　水　　口
月　目 ”

4月7日
ND ND ND ND 1．9 島根県

1，7～3．51号機放水口沖
月　日 ”

4月7日
ND ND ND ND 1．8 げ

1，5～3，22号機放水口沖
月　日 ”

4月子日
ND ND ND ND 2．2 〃

1．4～3．2手　　結　　沖
月　目 中国電力

（注）L　NDは検出ド限値未満を示す。

　　2．　1“一Cs「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

　　3．　地点名変更であるため1驚s　r平常の変動幅」は当地点測定開始の平成14年度から17年度の値から求めた・

　　4．　天然核種〔1Be、40K）は、試料調製過程で除去され測定出来ない、

海　底　上
単　位：【Bq／kg（風乾物）】

1け　　　　’とし　　　　」＿

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　13了Cs

ｽ常の変動幅部
位

採　取　地　点 採取月日 54Mn 59 ee 58Co 50Co 137 bs 7Be 40K 測定者

1号機放水口沖 4月7日
ND ND ND ND ND ND 120 嵩根県

ND

表
層
底
質

2号機放水口沖 4月7日
ND ND ND ND ND ND 110 ”

ND

手　　結　　沖 4月7目
ND ND ND ND ND ND 340 〃

ND

－
つ
』

〉注 NDは検出下限値未満を示す。

巨1 獅刀u平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。
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海産生物（1） 単　位1【Bq／kg（生）】

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　13ヲCs

ｽ常の変動幅
試
料
名
部
位

採取地点 採取月　日 54 ln 59 ee 58 bo 60Co 137Cs 了Be
40 j 測定者

か
さ
ご

肉 発電所付近
凵A　　　　　　　μ1
γ口　　　　f干

（注5） 島根県 α09～O．18

な
ま
こ

肉
発電所付近
�@　　岸
Pコンポジット）

月　　日

氏@　日
”

ND

4月27日
@（注6）

ND ND ND ND ND ND 84 ”

7月15日
8月1日

㎜ m ，ND 冊 ND　 2．1
74

”

さ
ざ
え

肉
発電所付近
�@　　岸
iコンポジット）

月　日

氏@日
”

月　日

氏@日
〃

皿 m 冊 旧 冊 3．3 57 ”

ND1号機敏水口湾

t　　　近
7月31日

冊 冊 冊 冊 酌 3．4
55 中国電力

む
ら
さ
き
い
が
い

む
き
身

島根界
宮　崎　鼻
@付　近

（注7）

中国電力

（ND）

k注3）

〔注）1．NDは検出下限値未満を示す。

　　2．　1“『Cs「平常の変動幅」は前年度までの10年間の最小値から最大値までの範囲である。

　　3．　宮崎鼻付近の匿Cs　r平常の変動幅」は平成14年度から測定を開始したため、平成14～17年度の値。

　　4．　コンポジットとは1号機放水口湾付近の試料と宮崎鼻付近の試料の混合物．

　　　　第1四半期採取計画であったが、第1、第2四半期中に採取できなかったので、第3四半期採取予定である。

　　6．宮崎鼻付近の試料が採取できなかったため、1号機放水口湾付近の試料で代表した。

　　7．　第2四半期採取計画であったが、採取できなかったので第3四半期採取予定である。
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海　産　生　物　（2） 単　位：【Bq／kg（生）】

対　　象　　核　　種 天　然　核　種 　137Cs

ｽ常の変動幅
試
料
名

部
　
　
位

採取地点 採取月日 54 ln 59Fe 58 bo 60 bo 137Cs 7Be 40K 測定者

（註5）
島根県

1号機放水口湾

t　　　近
月　　日

1
『

8月3日
ND ND ND ND 0．07

ND 260 ナ，一

（M）～O．12）

i注3〕

あ
ら
め

仮
根
を
除
く

宮　崎　　鼻

@付　近 月　　目

ND 聾D ND ND 〇岬09　 1．9
200

島根県
（ND）

P注3）

宮　崎　鼻
@付　近
C　　底　　部

8月3日
i注4） ND 餌D 禰ド ND

チND 2．3
220

緻
ND ND ND ND ND ND 190 1島根県

NDわ
か
め

仮
根
を
除
く

1号機放水口湾

t　　　近
4月27日

ND ND ND ND ND ND 200 中1印笹ノ」

岩
の
り

全
　
　
体

1号機放水口湾

t　　　近
月　　日 l島根県 ND

”

ND1号機放水口湾

t　　　近
（注5）

概ガ
仮
根
を
除
く

箇D 聾D Nり 『ND ND 8．7 290
島根県

（ND）

i注3〕

ほ
ん
だ
わ
ら
類

宮　崎　　鼻

@付　近
8月3曰
ｭ注4〉 ND

聾D
ND ND 煙D 3．2

270

櫛
ND 暦D ND ND ND 5．1 2尋0 島根県

輪　　谷　湾 8月3日
ｭ注4） ND ND 」ND『 餌D ND 7．0

230 中自動
ND～O．12

（注）1．　NDは検出ド限値奉満を示す、、

　　2．　い℃s『平常の変動幅』は前年度までのm年間の最小値から最大値までの範囲である

　　3．　宮崎鼻付近のLl℃s　r平常の変動幅」は｛r成14年度から測定を開始したため、平成14～17年度の値，

　　4．　第1四半期採取計画であったが、採取できなかったので第2四半期採取した。

　　5．　第1四半期採取計画であったが、第1、第2四半期中に採取できなかったので、第3四半期採取予定である．
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3）　ストロンチウム90

試　　料　　名 部　位 採　　取　　地　　、点1 採取月日 測　　定　　値 単　　　位 “F常の変動幅

松　　　葉 2年葉 御　　　　　　津 4月17日 6．7 O．98～　12

ほうれん草 葉 御　　　　　　　津 月　　口 Bqlkg（生） O．11～O．30

茶 葉 北　　　講　　　武 6月4日 1．4 O．75～　1．9

海　　　水 表層水 1号機放水日沖 4月子日
ND mBqll

ND～2，5

海
産
生
物

さざえ 肉 発電所付近沿岸
iコンポジット）

4月27日
@（注5）

ND

Bq、『kg（生）

ND～0．02

わかめ
仮根を

怐@く
1号機放水口湾付近 4月27日

ND
ND～O．06

（注6） Bq〆kg〔風乾物） 2．3～4．下

陸　　　土 表層土 佐　　陀　　宮　 内 7月10日
（注6） kBq“㎡ O．08～0．22

〔注〕1．　測定者　　島根県

　　　　N［）は検出ド限値未満を示す

　　3．　r平常の変動幅 は前年度までσ）IO年間の最小値から最大値主でσ）範囲である

　　4．　コンポジットとは1号機放水口湾付近の試料と宮崎鼻付近の試料の混合物。

　　5．　宮崎鼻付近の試料が採取できなかったため、1号機放水口湾付近の試料で代表した．

　　6．　分析・評価に時間を要するので、今期採取分は次期に報告する、＝

16



2）　トリチウム
単イ立1【Bql　l】

試　　　料　　　名 部　位 採　　取　　地　　点 採取月日 測　　定　　値 測定者 平常ぜ）変動幅

ND l！き眼県

4月7日
ND 中国電ノゴ

ND～O．551号機放水口沖
島眼県

月　目

い国電ノ」

ND 、島根県

海　　　　水 表層水 4月7日
ND 中国電ノゴ

ND～　1．22号機放水口沖
島根県

月　日

中国電ノゴ

4月丁目
ND

島根県

手　　　結　　　沖

月　口 中国電力

ND

0．59 島根県

池　　水 表層水 …　　　　　　矢 5月90
ND 中国電ノ」

ND～O．74

O．39 島根県

陸　水 5月8日
O．48 中国電力

ND～O．84水道原水 着水井 古志浄水場 島桓繰

月　　日

中国電力

（注〕 M）は検出ド限値未満を示す。

『平常の変動幅」は前年度までのIO年間の最小値から最大値までの範囲である。
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付図 環境放射線測定地点（海域拡大図） （注）　1．凡例は、付図1と共通

　　2．試料は、γ線スペクトロメトリー法のみを示す
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